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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成21年6月25日(2009.6.25)

【公開番号】特開2006-318488(P2006-318488A)
【公開日】平成18年11月24日(2006.11.24)
【年通号数】公開・登録公報2006-046
【出願番号】特願2006-157802(P2006-157802)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｑ  50/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  17/50     (2006.01)
   Ｇ０６Ｑ  30/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/60    １０６　
   Ｇ０６Ｆ  17/50    ６８０Ｚ
   Ｇ０６Ｆ  17/50    ６０８Ｇ
   Ｇ０６Ｆ  17/60    ３１８Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成21年5月8日(2009.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　設計対象物を製造するためのシステムであって、
（ａ）（ア）設計対象物を規定する提案書依頼書によって定義される設計対象物の所定の
特性、
　　　（イ）該設計対象物の構成要素に関連するパラメータ、
　　　（ウ）設計規則及び知識、
のうちの少なくとも１つに基づいて経費見積を作成するための見積発生器と、
（ｂ）（ア）前記提案書依頼書によって定義される設計対象物の仕様、
　　　（イ）該設計対象物の構成要素に関連するパラメータ、
　　　（ウ）設計規則及び知識、
のうちの少なくとも１つに基づいて配置図を作成するための配置図発生器と、
（ｃ）前記経費見積及び前記配置図に基づいて作成された提案書と該提案書に基づいて作
成された注文書とに基づいて、アセンブリ仕様書と、詳細仕様書と、機械制御ファイルと
を含む対象物設計図を作成するための設計図発生器と、
（ｄ）前記機械制御ファイルに基づいて製造構成要素を作成するための工場自動化設備と
、
（ｅ）前記詳細仕様書に基づいて前記製造構成要素と調達構成要素からサブアセンブリを
作成するための製造設備と、
（ｆ）前記アセンブリ仕様書に基づいて前記サブアセンブリから前記設計対象物を作成す
るためのアセンブリ設備と、
　を含むパラメータ設計システムを含むことを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記設計対象物の前記所定の特性を規定するための見積発生器インタフェースを更に含
むことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
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【請求項３】
　前記配置図発生器は、前記設計対象物の前記所定の特性に基づいて前記配置図を作成す
ることを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記設計対象物の前記仕様を規定するための仕様インタフェースを更に含むことを特徴
とする請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記設計対象物の前記所定の特性を規定するための見積発生器インタフェースを更に含
むことを特徴とする請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記設計図発生器は、前記設計対象物の所定の特性、該設計対象物の構成要素に関連す
るパラメータ、設計規則及び知識、及び設計上の再検討のうちの少なくとも１つに基づい
て前記対象物設計図を作成することを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記対象物設計図の前記設計上の再検討を容易にするための再検討インタフェースを更
に含むことを特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記対象物設計図は、前記設計対象物を規定する対象物モデルを含むことを特徴とする
請求項６に記載のシステム。
【請求項９】
　前記対象物モデルの画像を作成して前記設計上の再検討を容易にするための再検討イン
タフェースを更に含むことを特徴とする請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記対象物モデルは、前記設計対象物を表す３次元コンピュータモデルであり、
　前記画像は、前記３次元コンピュータモデルの２次元表示である、
　ことを特徴とする請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記配置図発生器は、前記設計対象物の仕様、該設計対象物の構成要素に関連するパラ
メータ、及び設計規則及び知識のうちの少なくとも１つに基づいて前記配置図を作成する
ことを特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記見積発生器は、前記設計対象物の所定の特性、該設計対象物の構成要素に関連する
パラメータ、及び設計規則及び知識のうちの少なくとも１つに基づいて前記経費見積を作
成することを特徴とする請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記配置図発生器は、前記設計対象物の前記所定の特性に基づいて前記配置図を作成す
ることを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記設計対象物の前記仕様を規定するための仕様インタフェースを更に含むことを特徴
とする請求項７に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記設計対象物の前記所定の特性を規定するための見積発生器インタフェースを更に含
むことを特徴とする請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　設計対象物を製造する方法であって、
（ａ）（ア）該設計対象物の構成要素に関連するパラメータ、及び、設計規則及び知識の
うちの少なくとも１つの少なくとも一部に基づいて経費見積を作成するための見積発生器
と、
　　　（イ）該設計対象物の構成要素に関連するパラメータ、及び、設計規則及び知識の
うちの少なくとも１つの少なくとも一部に基づいて配置図を作成するための配置図発生器
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と、
　　　（ウ）設計対象物の構成要素に関連するパラメータ、設計規則及び知識、及び、設
計上の再検討のうちの少なくとも１つの少なくもと一部に基づいて対象物設計図を作成す
るための設計図発生器と、を含むパラメータ設計システムを設ける段階と、
（ｂ）　設計対象物を規定する提案書依頼を受理する段階と、
（ｃ）　経費見積を作成するために、前記提案書依頼を見積発生器に入力する段階と、
（ｄ）　配置図を作成するために、前記提案書依頼を配置図発生器に入力する段階と、
（ｅ）　前記経費見積と前記配置図に基づいて提案書を作成する段階と、
（ｆ）　前記提案書に基づいて発注書を作成する段階と、
（ｇ）　前記発注書と前記提案書に基づいて、前記設計図発生器に、アセンブリ仕様書と
、詳細仕様書と、機械制御ファイルとを含む対象物設計図を作成させる段階と、
（ｈ）　前記機械制御ファイルに基づいて製造構成要素を作成する段階と、
（ｉ）　前記詳細仕様書に基づいて前記製造構成要素と調達構成要素からサブアセンブリ
を作成する段階と、
（ｊ）　前記アセンブリ仕様書に基づいて前記サブアセンブリから前記設計対象物を作成
する段階と、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１７】
　見積発生器インタフェースを設ける段階と、
　前記発生器インタフェースを用いて前記設計対象物の前記所定の特性を規定する段階と
、
　を更に含み、前記見積発生器は、さらに設計対象物の前記所定の特性に基づいて経費見
積を作成することを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記配置図を作成する前記段階は、前記設計対象物の前記所定の特性に基づいて該配置
図を作成する段階を含むことを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　仕様インタフェースを設ける段階と、
　前記仕様インタフェースを用いて前記設計対象物の前記仕様を規定する段階と、
　を更に含むことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　見積発生器インタフェースを設ける段階と、
　前記仕様インタフェースを用いて前記設計対象物の前記所定の特性を規定する段階と、
　を更に含むことを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記対象物設計図を作成する前記段階は、
予備対象物設計図の設計上の再検討を実行する段階を含むことを特徴とする請求項１６に
記載の方法。
【請求項２２】
　前記予備対象物設計図の前記設計上の再検討を実行する前記段階は、
　再検討インタフェースを設ける段階と、
　前記再検討インタフェースを用いて前記対象物設計図の前記設計上の再検討を実行する
段階と、
　を更に含む、
　ことを特徴とする請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記対象物設計図を作成する前記段階は、前記設計対象物を規定する対象物モデルを作
成する段階を含むことを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記設計上の再検討を実行する前記段階は、
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　再検討インタフェースを設ける段階と、
　前記再検討インタフェースを用いて前記対象物モデルの画像を作成する段階と、
　を更に含む、
　ことを特徴とする請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記対象物モデルを作成する前記段階は、前記設計対象物を表す３次元コンピュータモ
デルを作成する段階を含み、
　前記画像を作成する前記段階は、前記３次元コンピュータモデルの２次元表示を作成す
る段階を含む、
　ことを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　バルク材取扱システムを製造する方法であって、
（ａ）（ア）該設計対象物の構成要素に関連するパラメータ、及び、設計規則及び知識の
うちの少なくとも１つの少なくとも一部に基づいて経費見積を作成するための見積発生器
と、
　　　（イ）該設計対象物の構成要素に関連するパラメータ、及び、設計規則及び知識の
うちの少なくとも１つの少なくとも一部に基づいて配置図を作成するための配置図発生器
と、
　　　（ウ）設計対象物の構成要素に関連するパラメータ、設計規則及び知識、及び、設
計上の再検討のうちの少なくとも１つの少なくもと一部に基づいて対象物設計図を作成す
るための設計図発生器と、を含むパラメータ設計システムを設ける段階と、
（ｂ）　バルク材取扱システムを規定する提案書依頼を受理する段階と、
（ｃ）　経費見積を作成するために、前記提案書依頼を見積発生器に入力する段階と、
（ｄ）　配置図を作成するために、前記提案書依頼を配置図発生器に入力する段階と、
（ｅ）　前記経費見積と前記配置図に基づいて提案書を作成する段階と、
（ｆ）　前記提案書に基づいて発注書を作成する段階と、
（ｇ）　前記発注書と前記提案書に基づいて、前記設計図発生器に、アセンブリ仕様書と
、詳細仕様書と、機械制御ファイルとを含むバルク材取扱システム設計図を作成させる段
階と、
（ｈ）　前記機械制御ファイルに基づいて製造構成要素を作成する段階と、
（ｉ）　前記詳細仕様書に基づいて前記製造構成要素と調達構成要素からサブアセンブリ
を作成する段階と、
（ｊ）　前記サブアセンブリ及びアセンブリ仕様書に基づいて前記バルク材取扱システム
を作成する段階と、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２７】
　見積発生器インタフェースを設ける段階と、
　前記発生器インタフェースを用いて前記バルク材取扱システムの前記所定の特性を規定
する段階と、
　を更に含み、前記見積発生器は、さらに前記バルク材取扱システムの前記所定の特性に
基づいて経費見積を作成することを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記配置図を作成する前記段階は、前記バルク材取扱システムの前記所定の特性に基づ
いて該配置図を作成する段階を含むことを特徴とする請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　仕様インタフェースを設ける段階と、
　前記仕様インタフェースを用いて前記バルク材取扱システムの所定の特性を規定する段
階と、
　を更に含むことを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項３０】
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　見積発生器インタフェースを設ける段階と、
　前記仕様インタフェースを用いて前記バルク材取扱システムの前記所定の特性を規定す
る段階と、
　を更に含むことを特徴とする請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記対象物設計図を作成する前記段階は、予備対象物設計図の設計上の再検討を実行す
る段階とを含むことを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項３２】
　前記予備対象物設計図の前記設計上の再検討を実行する前記段階は、
　再検討インタフェースを設ける段階と、
　前記再検討インタフェースを用いて前記対象物設計図の前記設計上の再検討を実行する
段階と、
　を更に含む、
　ことを特徴とする請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記対象物設計図を作成する前記段階は、前記バルク材取扱システムを規定する対象物
モデルを作成する段階を含むことを特徴とする請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記設計上の再検討を実行する前記段階は、
　再検討インタフェースを設ける段階と、
　前記再検討インタフェースを用いて対象物モデルの画像を作成する段階と、
　を更に含む、
　ことを特徴とする請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記対象物モデルを作成する前記段階は、前記バルク材取扱システムを表す３次元コン
ピュータモデルを作成する段階を含み、
　前記画像を作成する前記段階は、前記３次元コンピュータモデルの２次元表示を作成す
る段階を含む、
　ことを特徴とする請求項３４に記載の方法。
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